
高圧ガス製造設備保安検査点検表（一般則第８条関係・移動式）

                                         車両ナンバー：
１．事業所概要

事 業 所 名 称                                         ℡

事 業 所 所 在 地 〒

許可年月日・番号      年   月   日                   第      号

検査対象設備処理能力 ガス名                                             Ｎｍ３ ／日

製

造

設

備

容        器 処  理  設  備

容      量 名      称

型      式 型      式

製 作 所 処 理 能 力

容器再検査      年   月 開 放 検 査       年   月

保 安 検 査     年  月  日  氏名        印  氏名        印

協会指導     年  月  日  氏名        印  氏名        印

立 会 者 保 安 検 査 氏名          印 協 会 指 導  氏名               印

２．記録簿

危 害 予 防 規 程 Ｓ・Ｈ・Ｒ   年 月 日   認 可 ・  届 出    有 ・ 無

保 安 教 育 計 画
保安教育計画書 Ｓ・Ｈ・Ｒ  年  月  日   有 ・ 無

今年度の策定状況          有  ・  無               適 ・ 否

定 期 自 主 検 査
自     年  月 日         実施者

至     年 月  日

容 器 の 再 検 査
自     年  月 日         実施者

至     年   月  日

申請書類等の整備 適  ・  否 日 常 点 検 適  ・  否

基準類の整備状況 適  ・  否 受 払 記 録 適  ・  否

設備台帳補修記録 適  ・  否

保安教育実施記録 有  ・  無 交替勤務引継体制 適  ・  否

防災訓練実施記録 有  ・  無   実 施 日         年   月   日

３．保安管理組織

保安統括者 職 ：
氏名：

同 代 理 者 職 ：
氏名：

保 安 係 員 氏名：
免状：          講習：Ｈ･Ｒ  年

同 代 理 者 氏名：
免状：          講習：Ｈ･Ｒ  年

保安監督者 氏名：
資格：

    ＊ 「結果」欄以外は検査前に必ず記入しておくこと。



４－１．移動式製造設備に係る技術基準（一般則第８条第１項関係）   ガス名

検査項目 方  法 内                        容 結 果 備      考

１．引火性

物質等の状況

目 視 ・引火性・発火性堆積物 ：   有 ・ 無 適

不 適

第１項第１号

２．警 戒 標 目 視 ・警 戒 標 識 の 掲 示 ：   有 ・ 無

・警戒標識の維持管理状況 ：   適 ・ 否

適

不 適

第１項第２号

例示基準１

３．耐圧試験 目 視

試 験

記 録

・製造設備は常用圧力の1.5倍の圧力で漏えいしない

  試験圧力 ：           MPa

非破壊検査(肉厚計測除く)の実施記録  年 月

適

不 適

第１項第３号

例示基準７

４．気密試験 試 験

記 録

・製造設備は常用以上の圧力で漏えいしない

  試 験 圧 力 ：           MPa

  使用ガス名 ：

適

不 適

第１項第３号

例示基準７

５．肉厚計測 測 定

記 録

・記録の保存 ：  有 ・ 無

・計測年月日 ：     年  月  日

適

不 適

第１項第３号

例示基準８

６．消火設備

(可燃性・酸素)

目 視 ・消火器の設置個数 ：Ｂ－   ×   個

・消火器の管理状況 ： 適 ・ 否

適

不 適

第１項第４号

例示基準31

７．容器置場 目 視

計 測

・容器置場面積 ：          ㎡

イ．警     戒     標 ： 有 ・ 無

ハ．第一種置場距離： 法定  ｍ 、実測  ｍ

    第二種置場距離： 法定  ｍ 、実測  ｍ

ニ．障壁の有無 ： 構造(                    )

ヘ．滞留しない構造(可燃性ガス) ： 適 ・ 否

ヌ．消火設備の設置状況(可燃性ガス・酸素)

    (             個 )       適  ・  否

適

不 適

第１項第５号

(第６条第１項

第42号イ、ハ、

ニ、ホ、ヘ、ヌ

の準用)

例示基準１

例示基準６

例示基準22



４－２．移動に係る技術基準(一般則第49条第１項関係)       ガス名

検査項目 方  法 内                        容 結 果 備      考

１．警 戒 標 目 視 ・警戒標の掲示 ： 有 ・ 無
適

不 適
第１項第1号
例示基準１

２．温 度 計 記 録 ・比較テストを行い、記録を保管すること

・温度、圧力換算表の携帯

適

不 適
第１項第４号

例示基準65

３．容  器 目 視

記 録

・防波板の設置 ：  有 ・ 無

・高さ検知棒 ：  適 ・ 否

適

不 適

第１項第5､6号
例示基準66､67

４．バンパー

    と弁との
  距    離

目 視

記 録

・バンパーと弁(緊急遮断弁又は容器元弁)までの水平距離
後 部 取 出 し 式 容 器 ： 法定40㎝以上
後部取出し式以外の容器 ： 法定30㎝以上

適

不 適

第１項第７号

第１項第８号

５．附 属 品

    操 作 箱
目 視

記 録

・操作箱の材質 ：

・操作箱の補強 ：   有 ・ 無

・バンパーとの距離(右側以外) ： 法定20㎝以上

適

不 適

第１項第９号

例示基準68

６．ガス漏洩

  防止措置
目 視 ・ガス漏洩防止措置(附属品が突出した容器) ：

    有 ・ 無 ・ 不要

適

不 適
第１項第10号
例示基準69

７．液 面 計

  の 材 料
目 視 ・ガラス等損傷しやすい材料を用いたものを使用しない

(可燃性ガス、毒性ガス、酸素)
適

不 適

第１項第11号
例示基準70

８．バルブ等の

  識別措置
目 視 ・バルブの開閉方向、開閉状態の表示等

    有  ・   無
適

不 適
第１項第12号
例示基準71

９．開始時等

    の 点 検
記 録 ・移動開始時及び終了時の点検 ： 有 ・ 無

・補修等の記録 ： 有 ・ 無

適

不 適
第１項第13号
例示基準72

10．消火設備
    防災工具等
(可燃性ガス、酸素)

目 視

・消火設備の携行 ： 有 ・ 無

・防災資材の携行 ： 有 ・ 無

・防災工具の携行 ： 有 ・ 無

適

不 適

第１項第14号
例示基準73

11．移  動

  監 視 者
目 視 ・有 資 格 者 ：      名

・免状、修了証の携行 ： 有 ・ 無

適

不 適
第１項第17号
第１項第18号

12．連 絡 等

     の 措 置
目 視 ・荷送人への連絡措置 ： 有 ・ 無

・荷送人等の応援措置 ： 有 ・ 無

適

不 適

第１項第19号
例示基準75

13．注意書面の 目 視 ・イエローカードの携帯 ： 有 ・ 無 適 第１項第21号
    携帯義務 不 適



４－３．技術基準(その他)                            ガス名

検査項目 方  法 内                        容 結 果 備      考

１．圧 力 計 目 視

試 験

記 録

・最高最低圧力の表示 ：  有 ・ 無

・有 効 年 月 の 表 示 ：  有 ・ 無

・試 験 年 月 日 ：     年  月  日

適

不 適

２．安全装置 試 験

記 録

・検査年月日：     年  月  日

・吹 始 圧 ： 設定圧力の90%以上、100%以下
・吹 止 圧 ： 設定圧力の80%以上

適

不 適

容器則第19条

３．容 器 の

    表 示
目 視 ・可燃性 ： ガス名の朱書 ： 有 ・ 無

・その他 ： ガス名の表示 ： 有 ・ 無

適

不 適
容器則第10条

４．緊急遮断

  装  置

(4,000L以上 )

目 視

及 び

試 験

・操作機構 ： ワイヤー式 ・ 油圧式 ・ 気圧式

・作  動 ： すみやかに作動すること

適

不 適

容器則第19条

５．気密試験結果                                                            

漏  洩 ： 有 ・ 無 処  置 ： 済 ・ 否(処置者 ：                  )

漏洩箇所 ：

６．指示・指導事項

長 崎 県 高 圧 ガ ス 保 安 協 会 長 崎 県 消 防 保 安 室 （ 口 頭 指 導 ）


